
 

 

 

 

 

 

2025年５月 15日 

各  位 
会 社 名 東京都千代田区永田町二丁目11番１号 

アルコニックス株式会社 
代表者名 代表取締役社長執行役員ＣＥＯ 手代木 洋 

 （コード：3036 東証プライム市場） 

問合せ先 
取締役専務執行役員ＣＳＯ 
コーポレート部門長 

鈴 木  匠 

 TEL 03-3596-7400 

 

 

（訂正）『「長期経営計画 2030」策定のお知らせ』の 

一部訂正に関するお知らせ 

 
当社が 2025 年５月 15 日に開示した『「長期経営計画 2030」策定のお知らせ』について、下記の通り

一部修正すべき事項がありましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．訂正理由と訂正箇所 

 訂正理由：「長期経営計画 2030」の添付資料が添付されていなかったため。 

 訂正箇所：添付資料を追加いたしました。 

  

 

以 上 
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2025年５月15日 

各   位 
会 社 名 東京都千代田区永田町二丁目11番１号 

アルコニックス株式会社
代表者名 代表取締役社長執行役員ＣＥＯ 手代木 洋 

（コード：3036 東証プライム市場）

問合せ先 
取締役専務執行役員ＣＳＯ 
コーポレート部門長

鈴 木 匠 

TEL 03-3596-7400 

「長期経営計画2030」策定のお知らせ

当社は、本日開催の取締役会にて 2031 年３月期までの６年間の「長期経営計画 2030」策定に

ついて決議いたしましたのでお知らせいたします。 

＜策定の背景＞ 

当社グループは、ＶＵＣＡが常態化する事業環境下、グループとしてさらなる成長を遂げるた

めの道筋を明確にすべく、従来１年毎に見直していた３年間の中期経営計画に代わる長期目標と

して、６年間の長期経営計画を策定し、併せて計画の軸となるグループの存在意義を示すパーパ

スとグループのありたい姿を示すビジョンを策定いたしました。

＜長期経営計画 2030概要＞ 

（パーパス・ビジョン） 

今後のグループ事業活動の軸として、以下パーパスとビジョンを策定いたしました。 

パーパス≪グループの存在意義≫ 

どこかにいる、だれかの未来のために 

当社グループが取り扱い、製造している原料・素材・製品の多くは、そのままでは用途が分から

ないものですが、全てが地球のどこかにいるだれかの豊か(well-being＊)な未来のためのもので

あるという誇りを持っています。 

＊“Health is a state of complete physical, mental and social well-being.”（ＷＨＯ憲章） 

ビジョン≪グループのありたい姿≫ 

ヒトをつなぐ、モノをつなぐ、技術をつなぐ

当社グループは、“どこかにいるだれかの未来のために”あらゆる機会をとらえ、ヒト、モノ、

技術を縦横無尽につなぐ存在でありたいと考えています。

（基本方針・重点課題） 

グループとして持続可能な成長を目指すべく、事業戦略、財務戦略、サステナビリティ戦略、人

財戦略、ＤＸ戦略それぞれにおいて基本方針と重点課題を定めました。 

（数値目標） 

2030年度（2031年３月期）に経常利益 150億円、ＲＯＩＣ８%以上、ＲＯＥ12%以上の達成を目標

として設定いたしました。 
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（事業戦略） 

グループ価値創造を極大化すべく、「変革」「効率化」「成長」をキーワードに事業の仕分と組

替を行い、成長市場領域（半導体、モビリティ、次世代エネルギー）とグループが提供する価値

（熱管理・熱制御、動力・動作・電力制御、検査・ＭＲＯ（運用/修理）、循環型社会（リサイク

ル））が合致する事業にグループとして注力すると共に新たな市場領域とグループ提供価値を開

拓して行きます。 

 

（財務戦略） 

成長投資、維持投資、株主還元をバランス良く行い、資本効率の向上と最大化を目指します。株

主還元においては、昨年策定した「中計 2024」のＤＯＥ目標３%を４%に引き上げます。 

 

（人財戦略） 

経営計画達成とビジョンの具現化に向け、グループ内人財配置の最適化、新規事業を創出できる

グループコア人財やグループ経営の次世代を担うマネジメント人財の育成を行います。 

 

（ＤＸ戦略） 

グループの状況を正確に把握し、未来の付加価値創造につなぐべく、グループデータ分析プラッ

トフォームの充実や最新のデジタル技術適用による生産性向上を目指します。 

 

※ 長期経営計画 2030の詳細は、添付資料をご参照ください。 

 

以  上 
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１．はじめに

アルコニックスグループの
経営計画を刷新！

VUCAが常態化する時代をグループと

して生き抜く為、ありたい姿や進むべ
き道筋を明確化

2030年度を最終年度とする6年間

の“長期”経営計画

外部環境変化に依らない、再成長の
為の長期目標を設定し、目標達成の
為にグループ一丸で前進

3年中計1年毎ローリング方式か

らの脱却

シンプルで骨太な計画とし、グループ
役職員の理解浸透と対話を踏まえた
計画のブラッシュアップを企図

グループ役職員との対話とフィー
ドバックを重視

「中計2024」の目標・方針・戦略を踏

襲しつつ、新たなグループの存在意
義・ありたい姿を計画の頂点に

グループのパーパス・ビジョン
を刷新
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２．パーパス・ビジョン

未来を描く新たなパーパスとビジョンの策定
パーパス・ビジョンを計画の頂点に据え、全ての事業活動の軸を整理

◆目指すべき「存在意義・ありたい姿」を明確にすると共に、上場企業として「資本コストや株価を意識した経営」という株主要
請にも応え、グループの持続可能性を維持向上していく道筋を、方針・戦略としてグループ全体に明示します

◆グループの全ての事業活動において、「パーパス・ビジョン適合性」「株主期待適合性」「戦略適合性」の3軸のバランスで議論
し、「注力」「効率化」「変革」を判断、実行します

当社グループが取り扱い、製造している原料・素材・製品の多くは、そのままでは用途が分
からないものですが、全てが地球のどこかにいるだれかの豊か(well-being *)な未来の
ためのものであるという誇りを持っています。

*“Health is a state of complete physical, mental and social well-being.” (WHO憲章)

どこかにいる、だれかの未来のために

当社グループは、“どこかにいるだれかの未来のために”あらゆる機会をとらえ、ヒト、モノ、
技術を縦横無尽につなぐ存在でありたいと考えています。

ヒトをつなぐ、モノをつなぐ、技術をつなぐ
ビジョン 《グループのありたい姿》

パーパス 《グループの存在意義》

3
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持続可能な成長を目指すグループ経営へ
◆グループ収益力の安定性と成長力を高め、新たな成長曲線を描く

◆「パーパス・ビジョンの具現化」と「資本コストや株価を意識した経営」を両立し、「商品・資本・人財」の好循環を生み出す

◆グループの持続的な事業成長を支える経営基盤を充実させ、事業活動を通じた社会の課題解決への貢献を果たす

3.基本方針・重点課題

➢ 低採算事業の構造改革
➢ 資本効率向上へグループ牽引枠組整備
➢ 収益再投資と株主還元のバランス

➢ 既存事業の収益力強化
➢ グループ会社の自走力（自律成長）促進
➢ グループ間のシナジー追求

➢ 投下資本の積極・有効活用
➢ 収益の再投資＋株主還元

➢ 収益力を磨く
➢ 成長の為の新規投資（M&A、設備投資）

事業戦略
～収益力強化・創出～

財務戦略
～資本活用と配分最適化～

基本方針 重点課題（マテリアリティ）

➢ E（環境）：リサイクル事業を重点事業とし、適正・適法な循環型社会の実
現を目指します。更に、事業活動を通じた環境負荷の軽減に努めます。

➢ S（社会）：人権と環境に配慮した調達、製造、販売を行い、公正なサプ
ライチェーン構築に寄与すると共に、地域社会との共生を図ります。

➢ G（ガバナンス）：内部統制システムの基本方針に則り、グループとして
の社会責任を全うしながら、リスクの統制を不断に行います。

➢ H（人財）：自律的・能動的に社会課題解決を行う人財を確保・育成する

一方で、多様性・公平性・包括性に満ちたグループ風土を醸成していき
ます。

➢ 事業活動を通じて「どこかにいる、誰か」の豊かさ（well-

being）を実現しようとしている当社グループのパーパスは、

社会を持続させるための課題解決に向けた取組とは不可
分の関係にあります。

➢ 当社グループは、 E（環境）・S（社会）・G（ガバナンス）・H（人
財）を重点課題(マテリアリティ)と定め、取組を続けていき
ます。

サステナビリティ戦略
～グループと社会の持続可能性～

➢ 戦略に沿ったグループワイドな人財配置の最適化
➢ グループ全体を見渡せるマネジメント人財育成

➢ 戦略に適合した人財投資（確保・育成）
➢ 人財パフォーマンスの最大化（生産性向上）

人財戦略
～人財育成と生産性向上～

➢ 的確・迅速な判断に向けたグループデータの把握・統合
➢ グループ全体の事業活動・業務の効率化・質の向上

➢ 事業・財務・人財戦略と連動したソリューションの提供
➢ グループに最適化したデジタル技術の活用

DX戦略
～デジタル利活用～
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4.数値目標

2030年度に経常利益150億円、ROIC8%、ROE12%を達成
「中期経営計画2024」見直し後目標（26年度経常利益110億円、ROIC6%）を達成し、その先へ

*「中期経営計画2024」見直し後

経常利益

ROIC ※1

ROE ※2

75億円

4.3%

8.1%

110億円以上

6%以上

12%以上

150億円以上

8%以上

12%以上

2024年度
実績

2026年度
目標 *

2030年度
目標

※1  ROE：株主資本利益率（親会社株主に帰属する
当期純利益÷株主資本×100）

※2  ROIC：投下資本利益率（税引後営業利益 ÷
（有利子負債＋株主資本）×100）

（「株主資本」の定義 ：連結貸借対照表の
『資本金』+『資本剰余金』+『利益剰余金』）
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02/3期 03/3期 04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期 11/3期 12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 22/3期 23/3期 24/3期

経常利益 時価総額

（億円）

31/3期

経
常
利
益

時
価
総
額

（億円）

150億円以上

75億円

25/3期 27/3期

110億円以上
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5.事業戦略

事業の仕分・組替とグループの連携により価値創造を極大化
◆グループ各事業単位で個別取引毎に、「注力」事業の展開・開拓、安定・成熟事業の「効率化」、低採算事業の「変革」を図る

◆事業ポートフォリオを不断・柔軟に仕分・組替の上、経営資源を適切に配置する

◆グループの持つ様々なリソース（知見、能力、経験、技術）をつなぎあわせ、追加的な企業価値の向上を目指す

グループアクションプラン

➢ アルミ銅セグメントや装置材料セグメントの一部
事業の経営統合・業界再編推進

➢ 装置材料セグメントや金属加工セグメントの一
部低採算事業の事業構造改革断行

➢ 事業戦略に沿った新規M&A継続

変革
FY2024 ROIC

粗
利
成
長
率

変革
➢ コスト転嫁、取引選別、工場集約等、

既存事業の収益構造を改革
➢ 既存技術・機能の強みを見直し、新

規事業を開拓し、事業転換

注力
➢ 既存ホットスポット事業の拡張
➢ 既存勝ち筋・ソリューションを梃に

した新規ホットスポット事業の開拓

効率化
➢ 安定収益事業を維持しつつ、コスト

シェアリングやデジタル技術を駆使
し収益率を向上

アルミ銅
セグメント

装置材料
セグメント

金属加工
セグメント

電子機能材
セグメント

円の大きさ：
FY２０２４ 経常利益額
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5.事業戦略

成長市場領域とグループが提供する価値が合致する事業に注力
◆「中計2024」における注力分野（半導体・自動車・リサイクル）を再整理し、市場拡大が期待できる領域「勝ち筋」とグループが

提供する価値「ソリューション」のマトリックスをグループで共有し、2030年度に向けた事業戦略を策定

◆勝ち筋とソリューションが交わるエリア（ホットスポット）で今後のグループ付加価値増大に寄与しうる事業に注力すると共に、
新たな「勝ち筋」と「ソリューション」を開拓

拡大が期待される勝ち筋領域

機
能
・技
術
の
強
み
を
活
か
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
・ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

モビリティ
電動／自動化・

コネクティビティ

次世代エネルギー
太陽光・水素・

二次電池

半導体
AI・データセンター・

製造装置

医療
医療機器・

インプラント

熱管理・
熱制御

動力・動作・
電力制御

検査・MRO

（運用／修理）

循環型社会
（リサイクル）

新勝ち筋
開拓

太陽光パネル
リサイクル

次世代パワー半導体

ギガキャスト製品・
金型

チラーユニット

チップマウンター

検査用レーザー装置

半導体ウェハー
リサイクル

電池防爆機能部品

非金属素材
リサイクル

熱線吸収材

水電解装置

粉体物性測定

長計期間中
に深掘りを

実行

勝ち筋とソリューションが

交わる領域（ホットスポット）
において、今後のグループに

寄与しうる事業に注力

新勝ち筋候補

グループアクションプラン

➢ リサイクルセンターの拡張・全国展開
による循環社会の実現

➢ 半導体関連領域におけるテック素材・
装置部材等のグループ内コラボレー
ションによる製品化と社会実装の実
現

➢ モビリティ・次世代エネルギーに跨る
電動化領域でのハイテク素材・部材等
の開発・製品化とグループ内バリュー
チェーンの構築

➢ 医療領域での最新生体適合素材開発
や医療ロボット用精密加工部品・器具
など高度医療分野への展開

新ソリューション
開拓
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グループアクションプラン

➢ 既存・新規事業投資・設備投資
の評価、対応策定フレームワー
クの確立

➢ 経営戦略と連動したグループ内
業績評価システムの構築・運用

8

6.財務戦略

成長投資と株主還元を両立し、資本効率を最大化
◆事業成長・資本効率両立の為の資本活用と配分を最適化

◆資本効率向上の為の打ち手を総動員し、資本の好循環を生み出す

◆「中計2024」におけるDOE3%目標は4%に引上げ

営業CF
120

成長投資

112

維持投資

120

株主還元44

資金有効活用
資金調達

156

2021～2023年度

借入返済

成長投資

維持投資

株主還元

資金有効活用
資金調達

「長期経営計画2030」
2025～2030年度

営業CF

「中期経営計画2024」
2024～2026年度

成長投資

200～240

維持投資

100～140

株主還元
50～70

資金有効活用
資金調達

50

借入返済
20

営業CF
400
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7.人財戦略

ヒトをつなぎ、コア人財を育成し、稼ぐ力を強化
◆従業員のスキルや経験値を上げることにより、仕事へのモチベーションとパフォーマンスを向上させる

◆事業ポートフォリオ組替に応じた人財の最適配置と、新規ビジネスを創出できるコア人財の確保・育成

◆商社から製造・開発まで幅広い業務や経験を通じた、グループ経営の次世代を担うマネジメント人財の育成

グループアクションプラン

➢ グループ人財データベース導入による人財プールの可視化

➢ 異動希望申告制度による人財の流動化促進

➢ 海外赴任・出向制度の拡充

➢ 自律的なキャリア・能力開発支援

コア人財のグループ内展開による経験値UP

ウェル・ビーイング
（Well Being) 従業員エンゲージメント

多様性・公平性・包括性キャリアの自律的形成

従業員に教育・給与・機会を提供

人的資本経営の基盤強化
（教育・給与・機会を提供）

アルコニックス（単体）

グループ会社海外拠点
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8.DX戦略

デジタル技術でグループの今を把握し、未来の付加価値創造につなぐ
◆事業戦略、財務戦略、人財戦略と連動し、グループの各種データを迅速かつ的確に把握、加工、抽出できる仕組みを構築する

◆グループにおける様々なプロセスの効率化・合理化へのデジタル技術活用に取り組み、グループ付加価値創造と業務環境の
改善に寄与する

10

経営DX
➢グループ経営状況可視化
➢グループ情報収集効率化
➢対外開示体制強化

事業DX
➢事業分析細分化・精緻化
➢生産性・品質管理向上

➢サプライチェーンへの付加
価値提供

開示 価値提供

ステークホールダー

マーケット
サプライチェーン

グループアクションプラン

➢ グループ経営データ分析基盤の充実化

➢ グループ人財データベースの構築

➢ 非財務情報収集・集計の効率化

➢ 生産性向上のための課題抽出・対応検討

➢ グループ間情報共有強化とシナジー向上
に向けたデジタルプラットフォーム活用

➢ 情報セキュリティ管理の強化



【DISCLAIMER】

本資料は当社をご理解いただくために作成されたもので、当社への投資勧誘を目的としておりません。本資料を作成するに当たっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、

完全性を保証するものではありません。本資料中の情報によって生じた障害や損害については、当社は一切責任を負いません。本資料中の業績予想ならびに将来予測は、

本資料作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、

実際の業績は言及または記述されている将来見通しとは異なる結果となることがあることをご承知おきください。
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